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彙 報

彙 報 昭和６１年 ７月～
昭和６１年 ９月

人事異動

　　 （教育職）　　　（採　用）

　７月１日　第一研究部助手　　瀬川昌久
　　　　　　　　　（昇　任）

　　　　　　第四研究部教授　　石毛直道
　　　　　　　　　（第四研究部助教授）
　　　　　　　　　（採　用）
　８月１日　第二研究部助手　　田中雅一

シンポジウム

「中国西南民族学術討論」

期間　昭和６１年９月１８日（木）－２０日（土）
場所　国立民族学博物館

摘要　今回のシンポジウムでは，中国におけ

　る西南中国民族文化研究の第一線の研究者
　を招へいし，西南諸民族のもつ文化の特徴
　と日本の伝統文化との類似性や共通性につ

　いて，日中双方の立場から討論がおこなわ
　れた。

中国側参加者

　　馬　　　曜　雲南大学・雲南民族学院歴
　　 白（ペー）族　史学教授

　　彰措 次仁 西蔵自治区編訳局副局長
　　蔵（チベット）族

　　向　　　零　貴州省民族研究所長
　　 個（トン）族

　　余 宏 模 貴州省民族研究所副所長
　　 鼻 （イ）族

　　康　鏡　明　四川省民族事務委員会副任
　　 漢　　　族

　　梁 友 寿 広西壮族自治区民族研究所
　　壮（チワン）族 副所長
　　趙　　　明　四川省涼山舞族自治州哲学
　　 鼻 （イ）族　社会科学学会連合会副会長

日本側参加者

　　梅棟　忠夫　国立民族学博物館長

　　佐々木高明　国立民族学博物館教授
　　松澤　員子　国立民族学博物館助教授

　　大林　太良　東京大学教授
　　横山　廣子 東洋英和女学院短期大学講
　　　　　　　　師

　　坪井　洋文　国立歴史民俗博物館教授
　　伊藤　清司　慶応義塾大学教授

　　君島　久子　国立民族学博物館教授
　　藤井　知昭　国立民族学博物館教授

　　周　　達生　国立民族学博物館助教授

　　長野　泰彦　国立民族学博物館助教授
　　竹村　卓二　国立民族学博物館教授

　　田中　　淡　京都大学人文科学研究所助
　　　　　　　 教授

　　田辺　繁治　国立民族学博物館助教授

　　瀬川　昌久　国立民族学博物館助手

日　程

９．月１８日 （木）

　＜セッシ・ン１＞　　 （座長　藤井　知昭）
　　西南中国少数民族文化と日本の基層文化
　　一照葉樹林文化論をめぐって一
　　　　　　　　　　　　　　 佐々木高明

くセッシ・ン２＞　　 （座長　君島　久子）
　　孔子の民族学　　　　　　　馬　　　曜

　くセッシ・ン３＞　　 （座長　横山　廣子）
　　台湾山地諸民族の伝統文化と社会
　　　　　　　　　　　　　　 松澤　員子
　〈セッシ・ン４＞　　 （座長　松澤　員子）

　　華南少数民族の作物起源神話
　　　　　　　　　　　　　　 大林　太良
　　白族の命名システム　　　　横山　廣子

くセッシ・ン５＞　　 （座長　周　達 生）
　　日本民俗研究への展望　　　坪井　洋文
９月１９日 （金）

＜セッシ・ン６＞　　 （座長　坪井　洋文）
　　女神の庇護下のふるい民族　一従江県九
　　洞個族社会組織調査と分析一
　　　　　　　　　　　　　　 向　　　零

　〈セッシ・ン７＞　　 （座長　伊藤　清司）
　　広西花山壁画と壮族 　 　梁 友 寿

　くセッシ・ン８＞　　 （座長　伊藤　清司）
　　涼山舞族のふたつの自然観について
　　　　　　　　　　　　　　 趙　　　明

　〈セッシ・ン９＞　　 （座長　大林　太良）
　　日本と西南中国の神判　　　伊藤　清司
　　中国の民間伝承と日本　　　君島　久子

　〈セッシ・ン１０＞　　 （座長　長野　泰彦）
　　ボン教の生成と発展　　　　彰措　次仁

　くセッシ・ン１１＞　　 （座長　竹村　卓二）
　　西南中国少数民族における歌謡と山歌
　　　　　　　　　　　　　　 藤井　知昭
９月２０日　（土）

　〈セッシ・ン１２＞　　（座長 佐 木々高明）
　　今後の計画

海外 における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　官 職 　 出 発 帰 国 　　 行 先

宮本　　勝　助教授 （第二研究部）　 ６１．７．１　 ６１．９．３０　　 　フィ リピン

江 ロ　ー久 助教授 （第三研究部）　 ６１．７．７　 ６１．７．　２２　 　 中華人民共和国，香港

佐 々木史郎　助 　手 （第一研究部）　 ６１．７．１７　 ６１．７．３エ　 　 ソビエ ト連邦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８０３
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吉田　集而 助教授 （第二研究部）　 ６１．７．・１８　 ６１．１２・２６　 　 パ プァニューギニァ

藤井 ’知昭　教　授 （第四研究部）　 ６１．７．２３　 ６１．９・４　　 イン ド，ブータ ン

江ロ　ー久　助教授 （第三研究部）　 ６１，８．１　 ６２．４．１　　 カナダ

松原　正毅 　助教授 （第二研究部）　 ６１．８．４　 ６１．１０．２０　　　 トル コ共和国，連合 王国

片倉　素子　教　授 （第二研究部）　 ６１．８．１０　 ６１・９．１５　　　スペイ ン，モロッコ

佐 々木高明　教　授 （第二研究部）　 ６１．８．１７　　６１．８・２７　　　タ イ

田邊 繁治 助教授 （第二研究部）　 ６１．８．１７　 ６１．８．２７　 　 タ イ

杉本　尚次 　教　授 （第五研究部）　 ６１．８．２０　 ６１．１０・４　　　アメ リカ合衆国

守屋　　毅　助教授 （ｅｅ－一研究部）　 ６１．８．２０　 ６１．　ＩＯ．４　　　アメ リカ合衆国

福井　勝義　助教授 （第三研究部）　 ６１．８．２４　 ６２．１．１３　　 エチオ ピア，スーダ ン，ケニ

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ァ， ソビエ ト連邦，連合王国，

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 スウェーデ ン

小川　　了　 助教授 （第三研究部）　 ６１．８．３０　 ６１．１１．２９　　 ケニ ア，スーダ ン，エチオ ピ
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ア

小 山　修三　助教授 （第四研究部）　 ６１．８。３０　 ６１．１２．２２　　 オース トラ リア

小 谷　凱宣　助教授 （第一研究部）　 ６１．８．３１　 ６１．９．１４　　　アメ リカ合 衆国

和田　 祐一　教　授 （第三研究部）　 ６１．８．３１　 ６１．９．１４　　 アメ リカ合衆国

庄 司 博史 助 手 （第三研究部）　 ６１．９．１４　 ６１．１０．・２４　 　フィ ンラン ド，ハ ンガ リー

大塚 　和夫　助　手 （第三研究部）　 ６１．９．１７　 ６２．２．２１　　 エジプ ト，スー一一ダ ン，連合王

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 国

秋道 智 彌 助 手 （第二研究部）　 ６１．９．１８ 　 ６２．２．１４ 　 パ プアニ ューギニア

松山　利夫 　助教授 （第一研究部）　 ６１．９．１９　 ６２・２．９　 　 オース トラ リア，イ ンドネ シ

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ア

松澤 員子 助教授 （第二研究部）　 ６１．９．１９　 ６２．１．１７　 　 台湾

来館者抄

　７月１日　南太平洋国際シンポジゥム参加
　　　　　 者一行

G. K. GARBETT Australia, 
Reader, Department of Anthro-

pology, The University of Ade-
laide) 
K. D. SHARMA (Fiji, Director, 
Hospital Services, Ministry of 
Health and Social Welfare) 
Vijay PAL (Fiji, Divisional 
Dental Officer) 
Uday RAJ (Fiji, Director, In-
stitute of Marine Resources, 
The University of the South 
Pacific) 
Yuswadi SALIYA (Indonesia, 
Chairman, Department of Ar-
chitecture, Bandung Institute 
of Technology) 
H.  NAPITUPULU (Indonesia, 

 Chief, Foreign Research Schol-
ars Division, Indonesian Insti-
tute of Sciences (LIPI) 
Widnyana SUDIBYA (Indone-
sia, Architect) 
K. J. R. ABAIDOO (Papua New

Guinea, Dean, Faculty of Medi-
cine, The University of Papua 
New Guinea) 

Jacob SIMET (Papua New 
Guinea, Researcher, Anthro-

pology Depatment., Institute of 
PNG Studies) 
Karl KERENGA (Papua New 
Guinea, Biology Department, 
The University of Papua New 
Guinea)

　　　　 山口　　修 （大阪大学文学部助

　　　　 教授）

　　　　 高橋　　柏 （日本学術振興会特

　　　　 許 ・情報課長）

７月１０日　Ｓｔｅｖｅｎ　ＰＣ　Ｍｏｙｏ （ザ ンビア共

　　　　 和 国，ザ ンビア大学 アフ リカ研

　　　　 究所長）

７月１５日　スーザ ン ・ブ ラッ ドリー （アメ

　　　　　リカ合衆国， ミネアポ リス市姉

　　　　 妹都市委員会委員）

７月１８日　 朝鮮対外文化連絡協会友好訪 日

　　　　 代表団

　　　　 辺　承　徳 （朝鮮対外文化連絡

　　　　 協会副 委員長，朝 日友好促進親

　　　　 善協会副会長）

　　　　 宋　 日　 昊 （朝 日友好促進親善

８０４
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　　　　 協会常務委員）

　　　　　白　奉　圭 （朝鮮対外文化連絡

　　　　 協会課長）

７月２１日　 Ｓａｙｙｉｄ　Ｈａｍｉｄ　ＨｕＲＲＥＩｚ（Ｓｕｄａｎ，

　　　　 Ｄｉｒｅｃｔｏｒ，　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ａｆｒｉｃａｎ

　　　　 ａｎｄ　Ａｓｉａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ，　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

　　　　 ｏｆ　Ｋｈａｒｔｏｕｍ）

７月２２日　 中国社会科学院民族研究所代表

　　　　 団

　　　　 杜　栄　坤 （中国社会科学院民

　　　　 族研究所副所長）

　　　　 史　金 　波 （中国社会科学院民

　　　　 族研究所主任）

　　　　 張 承 志 （中国社会科学院民

　　　　 族研究所助理研究員）

７月２４日　Ｃｒｉｓｔｉａｎ　Ｗ・ＴＲｏＬＬ （上智大学

　　　　 客員教授）

７月２９日　 王　　　野 （中国社会科学院歴

　　　　 史研究所高級工程師，教授）

　　　　 王 亜 蓉 （中国社会科学院歴

　　　　 史研究所工程 師，副教授）

　　　　 姜　鎮　庚 （中国社会科学院歴

　　　　 史研究所副研究員）

　　　　　中山　千代 （フ ェリス女 学院短

　　　　 期大学教授）

８月 ２日　 ペギ ー ・ダ クセ ン （アメ リカ合

　　　　 衆 国， ミネアポ リス市）

８月１８日　 Ｃａｖｉｄ　Ｍ．　ＢｏｓＴｏＮ　（イギ リス，

　　　　　ロ ンドン市 立ホーニマ ン博物館

　　　　　長）

　　　　　Ｇｕｙ　Ｇ・ＧＡＲＲＩＳＯＮ　（アメ リカ

　　　　 合衆 国， ドレクセル大学情報学

　　　　　部長）

　　　　　原田 　 勝 （京都大学教育学部

　　　　　助教授）

８月２８ＥＩ 中国日本学修士課程研修生一行

　　　　　鄭　欣　力 （外語 学院分院卒）

　　　　　張 　　 丹 （外語学院分院卒）

　　　　　張 秀 敏 （錦州医学院助教）

　　　　　劉 暁 方 （黒龍江大 学卒）

　　　　　薬 　 　会 （北京外国語学院卒）

　　　　　李　国　慶 （北京外国語学院卒）

　　　　　張　景　翔 （国際関係 学院卒）

　　　　　宋　国　忠 （国際関係 学院卒）

　　　　　播　若　衛 （北京空気イオ ン研

　　　　　究所訳員）

　　　　　玉　車　連 （黒龍江大学卒）

　　　　　郭 連 友 （天津外語学院助教）

　　　　　王　　 　勇 （杭州大学助教）

　　　　　漆　　　紅 （四川財経学院助教）

　　　　　張 麟 声 （山西大学助教）

　　　　掲　　　侠 （南京外院講師）
　　　　 馬 朝 紅 （北京外国語学院卒）

　　　　 林　翠　芳 （北京外国語学院助
　　　　 教）
　　　　石 暁 梅 （北京外国語学院卒）

　　　　 黄 美 華 （黒龍江大学卒）
　　　　 冷 玉 香 （遼寧師範大学助教）
　　　　 干 日 平 （北京外国語学院助

　　　　 教）

　　　　 林 璋 （福建師範大学助教）
　　　　 王 　 　成 （山東大学卒）

　　　　 馬　　　駿 （武漢大学助教）
　　　　 候 暁 鳴 （中国紡績大学助教）
　　　　 楮　　　鳴 （遼寧大学助教）

　　　　 周 敏 西 （湖南譚湘大学助教）
　　　　 金 哲 学 （北京対外経済貿易

　　　　 大学助教）
　　　　 朱 京 偉 （北京外国語学院助
　　　　 教）

８月２９日　Ｌｅｄａ　Ｇｅｏ　ＭＩＬＥｖＡ（Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ，

　　　　 Ｂｕｌｇａｒｉａｎ　Ｔｒａｎｓｌａｔｏｒｓ，　Ｕｎｉｏｎ）

９月１日　中国福建省雑技団，工芸関係者

　　　　 訪日団一行

　　　　 団長 黄 兆 敏 （福建省文化
　　　　　　　局芸術処副処長，中国曲
　　　　　　　芸家協会福建分会常務理

　　　　　　　事）

　　　 秘処長　王　　　強 （福建省雑技

　　　　　　　団舞台監督）

　　　　 通訳　李　巧　雲 （福建省人民

　　　　　　　政府外事弁公室職員）
　　　　 団員　賀　国　閲 （演技員，福
　　　　　　　建省雑技団員）

　　　　　　　高　　　翔 （同）
　　　　　　　邦 海 燕 （同）

　　　　　　　李　　　健 （同）
　　　　　　　張 健　英 （同）

　　　　　　　 張 健 生 （同）
　　　　　　　黄 錦 象 （同）
　　　　　　　 謝 文　灯 （同）

　　　　　　　 方　　　園 （同）
　　　　　　　 斬　　　忠 （同）

　　　　　　　 黄　錦　鹿 （同）
　　　　　　　劉　光　明 （同）
　　　　　　　劉　光　華 （同）

　　　　　　　 胡　　　董 （同）

　　　　　　　 林 健 （象刻家，福

　　　　　　　 建省工芸家）
　　　　　　　 呉　春　増 （同）
　　　　　　　 陳 秋 日 （勇紙芸術家，

　　　　　　　 福建省工芸家）

　　　　　　　　　　　　　　　　８０５



９月２日　中国文物保護科学技術研究所建

　　　　 築視察団一行

　　　　　団長　楊　占　廷 （文化部文物

　　　　　　　 保護科学技術研究所副所

　　　　　　　 長）

　　　 副団長　李　　　義 （北京市建築
　　　　　　　 設計院工程師）
　　　　　団員　王　純　忠 （中国人民建
　　　　　　　 設銀行経済師）

　　　　　　　　萢　耀　邦 （北京市城市
　　　　　　　 規画局建築師）

　　　　　　　 唐　徳　満 （北京市建築
　　　　　　　 設計院工程師）
　　　　　　　 呉 鐘 碕 （北京市建築

　　　　　　　 設計院工程師）
　　　　 通訳　巨　東　海 （文化部文物

　　　　　　　 事業管理局外事処）
　　　　　　　　ＵＴｈｅｉｎ　ＨＬＡＩＮ　（ビル
　　　　　　　　マ，ラングーン大学歴史

　　　　　　　 学部講師）
　　　　　　　　ＵＭｙａ　ＨＡＮ　（ビルマ，

　　　　　　　　ラングーン大学歴史学部
　　　　　　　 上級研究員）
　　　　　　　 田村　克己 （金沢大学文

　　　　　　　 学部助教授）

９月５臼　Ｊ．　Ｐ・ＳＡＫＯＵＮ　（フランス国立

　　　　 科学研究センター次長）
　　　　 Ｒ・ＪＡＣＱＵＥＳ （フランス国立科

　　　　 学研究センター東京事務所所長）

９月６日　ＲＯＶＶＩＯＬＡ （フランス，在香港

　　　　 総領事館文化部）

９、目９日　中国蛙埠市青少年体育交流代表

　　　　　団一行

　　　　　団長　田　照　臨 （蛙埠市人大
　　　　　　　 常委会主任）
　　　　 監督　銭　歩　銀 （同市体育運

　　　　　　　 動委員会主任）
　　　　 秘書　賓　新　会 （同市外事弁
　　　　　　　 公室副科長）

　　　　 通訳 劉 開 会 （同市外事弁
　　　　　　　 公室副科長）

　　　　 団員　萢　雪　薄 （同市体育運
　　　　　　　 動委員会武術運動員）

　　　　　　　 邪 龍 宝 （同）
　　　　　　　 周　臥　輝 （同）

　　　　　　　 呉　廣　軍 （同）
　　　　　　　 李 　 　成 （同市体育運
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　　　　　　　 動委員会卓球運動員）

　　　　　　　 金　　　強 （同）

　　　　　　　 陳　元　貴 （同）

　　　　　　　 鹿　　　岩 （同市体育運

　　　　　　　 動委員会 囲棋運動員）

９月１０日　 胡　開　漢 （中国，鄧 電部基本

　　　　 建設局総合処所長）

　　　　 仲 　　　増 （中国，鄧 電部北京

　　　　 設計所副所長）

　　　　 王 育 民 （中国，鄧 電部北京

　　　　 設計所建築主任）

９．月１２日　Ｂａｂａｔｕｎ　ｄｅ　Ｏｚｅｍｏｙａ

　　　　 ＴＨＯＭｐｓＯＮ　（ナイジェ リア，

　　　　 ガーデ ィア ン社編集局長）

　　　　 Ｃｈｒｉｓ　ＮＮＯＬＩ　（ナイジェリア，

　　　　 デ イ リータイムス社科学編集者）

９月１７日　 中国西南民族学術討論参加者一

　　　　 行

　　　　 馬　　　曜 （雲南民族学院教授，

　　　　 雲南大学教授）

　　　　 彰措　次仁 （西蔵 自治区編訳局

　　　　 副局長）

　　　　 向　　　零 （貴州省民族研究所

　　　　 所長）

　　　　 余　宏　模 （貴州省民族研究所

　　　　 副所長）

　　　　 康 鏡 明 （四川省民族事務委

　　　　 員会副主任 ）

　　　　 梁 友 寿 （広西壮族 自治区民

　　　　 族研究所副所長）

　　　　 趙　 　　明 （四川省涼山鄧族 自

　　　　 治州，哲学社会科学学会連合会

　　　　 副会長）

９月２０Ｅｉ テオ ドル ・ベルハ ム （西 ドイッ，

　　　　 ベル ツブルク大学長，西 ドィッ

　　　　 学長会議会長）

　　　　 ハ イン リッヒ ・サイデル （ハノ

　　　　 ヴァー大学長，西 ドイツ学長会

　　　　 議副会長）

　　　　 カルル ・ア レベ レ （キーセ ン大

　　　　 学長，西 ドイツ学 長 会 議 副 会

　　　　 長）

　　　　 ポル カァー ・シュ ップ （フライ

　　　　 ブル ク大学長）

　　　　 ク リスチ ャン ・ボーデ （西 ドイ

　　　　 ツ学長会議事務総長）
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１．国立民族学博物館研究報告 は，民族学 （文化人 類学） に関する論文，資料 ・研究 ノー ト，調

査研究活動報告等を掲載 ・発表する ことによ り，民族学 （文化人類学）の発展 に寄与するもの

であ る。

２．国立民族学博物館研究報告 に寄稿することがで きる者 は，次のとおりとする。

（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」という。）の教官 （客員教授等を含む。）及び本館の組織

　 運営 に関与す る者

（２） 本館が受 け入れた各種研究員及び研究協力者

㈲　その他本館において適当と認 めた者

３．原稿を寄稿する場合 は，論文，資料 ・研究 ノー ト，調査研究活動報告等の うち，いずれであ

るかをその表紙 に明記する ものとす る。なお， この区分 についての最終的な調整は，国立民族

学博物館研究報告編集委員会 （以下 「編集委員会」 という。） において行 う。（編 集す る場合 は，

原則と して論文及び資料 ・研究 ノー トを １段組 ，その他 のものを ２段組 として取 り扱 う。）

４．原稿執筆 における使用言語は，日本語，英語 ，フランス語 ，スペイン語 ，ロシァ語 ，中国語

及び ドイツ語の うちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し，その他の言語を用いる場合 は，

編集委員会 に相談するもの とする。

５．特殊な文字 ，記号，印刷方法等が必要な場合は，編集委員会 に相談す るものとする。

６．寄稿する原稿が論文 で，日本語 を使用す る場合 は，原則 として英文によ り５００語程度 の要 旨

を付け るものと し，その他 の言語による論文の場合 は，編集委員会 に相談するもの とする。な

　お，寄稿 する原稿について は，執筆者 名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しなけれ ば

　な らない。

７．寄稿する原稿 の枚数は，原則 として制限 しない。ただ し，編集す る場合 は編集委員会の判 断

　により，紙数等の関係 か ら分割 して掲載す ることがある。

８．寄稿する原稿 は，必ず清書 （欧文の場合 はタイプ） し，原稿の写 し１部を添付す るものとす

　る。なお，図，表 のス ミ入れ，レタ リングは，編集委員会で処理 する。

９．寄稿 された原稿 は，審査委員会 において審査 のうえ，採 否を決定する。なお，原稿 は，採否

　にかかわ らず原則と して返却 しない。

１０．稿料 の支払 い，掲載料の徴収 は行わない。

１１．原稿 の執筆に当 って は，別に定め る 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

１２．原稿 の寄稿先及び連絡先 は，次 のとお りとす る。

〒５６５ 大阪府 吹田市千里　万博公園１０－１

　　　 国立民族学博物館内

　　　 国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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　 　［柳田 １９４２：６７－６９］

　 　［Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　 　［柳田 １９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　ｌ９６１：１２３］

　ただ し，同年次刊行物 の場合 は，アルフ ァベ ッ ト順 によ り，下記 のよ うに記載す るもの とす る。

　 　［柳田 １９４２・・２（）”２２］［柳田 ，．１９４２ｂ・１０］

９．脚注は，一つ一つ別紙 に記 し，通 し番号を付ける。なお，本文 中に脚注をそう入する箇齎 に

　 は，脚注 の当該番号を記入 し，別紙 の脚注には，本文のページ数を明記するものとするσ

１０．本文及び脚注 において参照 した文献は，すべて原稿 の末尾にまとめて下記の方法 によ り記入

　す る。

　（１） 文献の配列 は，著者 名のアル ファベ ッ ト順 とす ること。

（２） 文献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌名，巻 号， 出版社名の領 とすること，

　 　欧文の雑誌 名及び単行本 名は，イタ リック体にするため，原稿 には下線を引 くこと。また，

　 　ローマ字人名 は，スモール ・キ ャピタルとするため，二重下線を 引き， 日本文の場合は，論

　 　題にカギ括弧，雑誌名及 び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌の巻数及び号数は，

　 　原則 として アラビァ数字を用いる こと。

　 　（例）

　 　　論文 の場合　（１）

　 　　　石 田英一郎

　 　　　　　１９４８　 「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　 １３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

        Anthropology  14(4): 357-372.

論文の場合　 （２）

　杉浦 健一

　　　１９４２　 「民間信仰の話」柳田国男編 『日本民俗 学研究』岩波書店，ｐｐ・１１７－１４３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　 　靖一

　 　　１９６６ 『文 明を もった生物』　 日本放送 出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ，Ｍ ．

　 　　１９７４　『シャーマニズムー 古代的エ クスタシー技術一 』 堀 一郎訳　冬樹社 。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L.  Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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